






















































































































































正職員 66.7 72.3 76.9 72.2 71.6 73.0 73.0 77.3
パート・バイト・臨時・契約 0.7 0.5 2.6 1.0 0.6
自営・家族従事 32.0 24.3 17.9 27.8 26.3 25.2 25.4 22.7





















教師・保育士・看護師 1.4 2.0 5.1 11.3 5.0 3.2 4.5
専門技術職 29.9 27.7 25.6 33.3 23.2 25.9 28.6 54.5
管理的職業 17.7 10.4 10.3 11.1 14.4 13.8 12.7 18.2
事務職 8.2 8.9 2.6 5.6 10.3 9.1 9.5
営業・販売・サービス職 27.9 30.2 41.0 33.3 21.1 21.9 23.8 13.6
生産現場職 10.9 14.4 5.1 11.1 13.4 19.1 12.7 4.5































正職員 23.0 24.1 20.5 22.2 31.1 24.1 27.0 31.8
パート・バイト・臨時・契約 20.9 33.5 46.2 44.4 22.8 33.7 36.5 36.4
自営・家族従事 27.0 17.2 10.3 16.7 23.3 19.5 15.9 13.6
その他 4.7 1.5 2.1 2.5 3.2




















教師・保育士・看護師 1.4 5.4 5.1 11.3 9.3 14.3 13.6
専門技術職 8.1 5.4 10.3 11.1 8.8 7.2 9.5
管理的職業 1.0 2.6 1.0 1.9 4.5
事務職 29.7 25.6 25.6 38.9 24.7 17.4 19.0 22.7
営業・販売・サービス職 24.3 22.7 28.2 22.2 19.1 25.2 25.4 31.8
生産現場職 7.4 12.8 2.6 11.1 10.3 13.4 6.3 4.5
その他 6.1 4.9 7.7 3.6 5.3 9.5 9.1
無業（専業主婦含） 23.0 22.2 17.9 16.7 21.1 20.2 15.9 13.6
中　村　三緒子
250





























新制中学校 20.4 7.1 10.3 16.8 8.2 4.9 9.1
新制高校・旧制中学 43.7 43.9 33.3 38.9 43.2 39.9 34.4 18.2
短大・高専 2.8 3.6 7.7 16.7 1.1 5.1 3.3 4.5
旧制高校・旧制専門学校 9.2 7.7 2.6 11.1 6.3 8.2 4.9 4.5
大学・大学院 22.5 34.7 46.2 33.3 32.6 37.3 52.5 63.6




















新制中学校 23.8 8.1 2.6 16.7 6.4 4.8 4.5
新制高校・旧制女学校 58.7 57.1 51.3 58.8 55.9 54.5 45.2 27.3
短大 5.6 18.2 25.6 23.5 8.6 16.2 22.6 27.3
専門学校 9.1 9.6 7.7 11.8 12.4 9.2 9.7 13.6
大学・大学院 2.1 5.1 12.8 5.9 6.5 12.7 16.1 27.3





























正職員 95.3 88.2 92.1 72.2 83.4 83.5 81.0 76.2
パート・バイト・臨時・契約 2.7 7.4 7.9 16.7 14.5 14.0 17.5 9.5
派遣社員 0.7 3.0 0.5 0.9 4.8
自営・家族従事 1.4 1.0 1.0
その他 0.5 5.6 0.5 0.6 4.8




















教師・保育士・看護師 2.7 5.3 11.1 40.4 24.2 33.3 23.8
専門技術職 10.1 14.8 10.5 33.3 19.2 22.7 12.7 14.3
管理的職業 0.5 11.1 1.0 0.6
事務職 60.1 58.6 47.4 11.1 25.9 32.3 25.4 23.8
営業・販売・サービス職 23.0 24.1 28.9 22.2 10.4 16.8 20.6 28.6
生産現場職 0.7 0.5 5.6 1.6 0.6
その他 3.4 1.5 7.9 5.6 1.6 1.9 6.3 4.8






























正職員 17.0 13.0 31.6 11.1 25.1 31.9 50.0 45.5
パート・バイト・臨時・契約 49.0 34.0 18.4 22.2 43.5 24.7 8.1 22.7
派遣社員 0.7 3.0 5.3 1.0 1.3 4.5
自営・家族従事 11.6 5.5 2.6 5.6 12.0 6.6
その他 2.0 1.0 5.3 5.6 2.1 0.9




















教師・保育士・看護師 2.0 2.6 25.9 16.0 22.6 22.7
専門技術職 7.5 7.1 5.3 16.7 13.2 15.4 4.8 9.1
管理的職業 2.0 1.6
事務職 35.4 28.8 31.6 16.7 16.4 20.4 16.1 22.7
営業・販売・サービス職 21.8 16.2 21.1 5.6 18.0 8.8 11.3 18.2
生産現場職 2.0 3.0 2.6 1.6 3.1 3.2
その他 8.8 2.0 5.3 5.6 7.9 3.4 3.2




































早くから就職したかった 4.1 6.4 7.7 5.6 1.5
資格を取りたかった 11.5 10.9 20.5 38.9 45.4 29.7 34.9 31.8
大学に歴史があるから 1.4 1.0 0.6
家から近いから 2.0 2.0 2.6 11.1 0.5 1.2
家族が卒業生 1.0 0.3 1.6
就職に有利 4.7 7.4 2.6 5.6 2.6 5.3 6.3 13.6
高校の先生に勧められて 8.1 6.9 5.1 13.4 4.6 6.3
入学し易かったから 9.5 8.9 3.6 9.6 11.1 4.5
成績に合っていたから 21.6 14.9 10.3 5.6 11.3 14.6 6.3 4.5
興味ある分野が勉強できるから 30.4 33.2 43.6 33.3 18.0 30.3 30.2 36.4































































あてはまる（N＝45） 26.7 51.1 22.2 x2=3.65
あてはまらない（N＝95） 14.7 66.3 18.8 p=.16
ロスト期
あてはまる（N＝78） 32.1 32.1 35.9 x2=7.67
あてはまらない（N＝108） 15.7 46.3 38.0 *
ポスト期
あてはまる（N＝20） 60.0 15.0 25.0 x2=7.8
あてはまらない（N＝18） 22.2 55.6 22.2 *
第2ロスト期
あてはまる（N＝6） 33.3 66.7 x2=3.57
あてはまらない（N＝10） 30.0 30.0 40.0 p=.17
大卒者
バブル期
あてはまる（N＝77） 41.6 48.1 10.4 x2=18.9
あてはまらない（N＝107） 14.0 63.6 22.4 ***
ロスト期
あてはまる（N＝146） 55.5 19.9 24.7 x2=34.5
あてはまらない（N＝155） 23.2 41.9 34.8 ***
ポスト期
あてはまる（N＝41） 61.0 12.2 26.8 x2=11.2
あてはまらない（N＝21） 23.8 47.6 28.6 **
第2ロスト期
あてはまる（N＝9） 77.8 22.2 x2=7.5







あてはまる（N＝42） 23.8 64.3 11.9 x2=2.93
あてはまらない（N＝98） 16.3 60.2 23.5 p=.23
ロスト期
あてはまる（N＝74） 25.7 37.8 36.5 x2=.81
あてはまらない（N＝113） 20.4 42.5 37.2 p=.67
ポスト期
あてはまる（N＝20） 30.0 45.0 25.0 x2=2.94
あてはまらない（N＝18） 55.6 22.2 22.2 p=.23
第2ロスト期
あてはまる（N＝11） 18.2 54.5 27.3 x2=4.12
あてはまらない（N＝6） 66.7 16.7 16.7 p=.13
大卒者
バブル期
あてはまる（N＝119） 31.1 59.7 9.2 x2=15.9
あてはまらない（N＝65） 15.4 53.8 30.8 ***
ロスト期
あてはまる（N＝180） 45.6 27.8 26.7 x2=8.13
あてはまらない（N＝120） 29.2 35.8 35.0 *
ポスト期
あてはまる（N＝39） 56.4 12.8 30.8 x2=7.45
あてはまらない（N＝23） 34.8 43.5 21.7 *
第2ロスト期
あてはまる（N＝10） 50.0 40.0 10.0 x2=1.0





















あてはまる（N＝86） 22.1 58.1 19.8 x2=1.89
あてはまらない（N＝54） 12.7 67.3 20.0 p=.39
ロスト期
あてはまる（N＝125） 24.8 41.6 33.6 x2=2.46
あてはまらない（N＝63） 17.5 38.1 44.4 p=.29
ポスト期
あてはまる（N＝30） 30.0 43.3 26.7 x2=8.96
あてはまらない（N＝8） 87.5 12.5 *
第2ロスト期
あてはまる（N＝13） 30.8 38.5 30.8 x2=1.65
あてはまらない（N＝4） 50.0 50.0 p=.44
大卒者
バブル期
あてはまる（N＝147） 28.6 57.8 13.6 x2=8.99
あてはまらない（N＝36） 13.9 52.8 33.3 *
ロスト期
あてはまる（N＝247） 39.3 30.4 30.4 x2=.227
あてはまらない（N＝54） 38.9 33.3 27.8 p=.89
ポスト期
あてはまる（N＝53） 47.2 26.4 26.4 x2=.99
あてはまらない（N＝9） 55.6 11.1 33.3 p=.61
第2ロスト期
あてはまる（N＝14） 42.9 50.0 7.1 x2=.658



















あてはまる（N＝96） 22.9 57.3 19.8 x2=3.96
あてはまらない（N＝44） 9.1 70.5 20.5 p=.14
ロスト期
あてはまる（N＝1456） 22.1 40.0 37.9 x2=.22
あてはまらない（N＝41） 24.4 41.5 34.1 p=.90
ポスト期
あてはまる（N＝26） 30.8 42.3 26.9 x2=4.46
あてはまらない（N＝12） 66.7 16.7 16.7 p=.11
第2ロスト期
あてはまる（N＝14） 28.6 42.9 28.6 x2=1.93
あてはまらない（N＝3） 66.7 33.3 p=.38
大卒者
バブル期
あてはまる（N＝152） 27.6 59.2 13.2 x2=10.65
あてはまらない（N＝33） 15.2 48.5 36.4 *
ロスト期
あてはまる（N＝245） 38.4 30.2 31.4 x2=1.32
あてはまらない（N＝55） 41.8 34.5 23.6 p=.52
ポスト期
あてはまる（N＝49） 53.1 22.4 24.5 x2=2.08
あてはまらない（N＝13） 30.8 30.8 38.5 p=.35
第2ロスト期
あてはまる（N＝13） 53.8 38.5 7.7 x2=1.72























あてはまる（N＝106） 20.8 61.3 17.9 x2=3.04
あてはまらない（N＝34） 8.8 64.7 26.5 p=.22
ロスト期
あてはまる（N＝117） 29.1 43.6 27.4 x2=12.36
あてはまらない（N＝69） 14.5 33.3 52.2 **
ポスト期
あてはまる（N＝28） 42.9 39.3 17.9 x2=3.48
あてはまらない（N＝11） 36.4 18.2 45.5 p=.18
第2ロスト期
あてはまる（N＝9） 44.4 44.4 11.1 x2=1.76
あてはまらない（N＝8） 25.0 37.5 37.5 p=.42
大卒者
バブル期
あてはまる（N＝144） 29.9 56.9 13.2 x2=15.6
あてはまらない（N＝35） 5.7 57.1 37.1 ***
ロスト期
あてはまる（N＝236） 43.2 32.2 24.6 x2=14.0
あてはまらない（N＝65） 24.6 27.7 47.7 **
ポスト期
あてはまる（N＝45） 57.8 22.2 20.0 x2=6.55
あてはまらない（N＝17） 23.5 29.4 47.1 *
第2ロスト期
あてはまる（N＝15） 40.0 53.3 6.7 x2=.8








































とインタビュー調査など、より詳細な分析が今後の課題である。    
【注】
（1）　官公庁勤務や専門職であること、育休のとりやすさ、育休以外の短時間勤務制度の有無、
労働時間帯といった職場の制度や風土、使用心の見込み、本人の所得の高さなどが就労
継続を促進する要因として指摘される（中野　2014,30頁）。
（2）　親の同居近居や支援が就労継続を後押しする。夫の家事参加も就労継続にプラスに働
く反面、保育所の利用可能性については必ずしも就労継続に効果が出ていない（中野　
2014,31頁）。
（3）　大卒時の就労意識や想定していた理想の人生像が効いている。子どもの地位達成リスク
意識、母親役割意識が強いと就労継続をあきらめるケースが多い（中野　2014,31頁）。
（４）　妊娠・出産を理由とした解雇や､ 不利益取り扱いが禁止されるなど
（５）　調査は、大学卒業生の会の許可を得た卒業生名簿を使用して郵送調査を実施した。調査
は、科学研究費基盤研究補助金（基盤研究C平成23～25年度「高等教育における女性の
職業キャリア」）の研究の一環として実施されたものである。
（6）　偏差値は2012年Benesse偏差値区分参照。
（7）　職業系女子大学の学生には、より威信の高い職業への就職や長期間就業を希望し、職業
と家庭の両立を希望する者が多い。一方、教養系女子大学の学生は、より短期間の就業
や家庭・育児優先的なライフコースを希望する者が多い。中間的女子大学の特徴は、職
業系女子大学の学生の志向と教養系女子大学の学生の志向をもつことである。具体的に
は、職業選択で重視する事柄は職業系女子大学の学生と類似の傾向を示すものの、配偶
者に希望する事柄は教養系女子大学の学生と類似する。また、職業系女子大学の学生と
同様に、職業と家庭の両立を希望する者が多い（中西　1998）。
（８）　A女子大学の建学の精神には、「女性自らの力の上にうち立てられるよき妻であり、や
さしい母であり、そして力強き職能人である『新しい日本の女性像』を待望」すること
が記されている。
（9）　調査対象者には2013年3月卒業者も含まれるが、職業経歴を把握するために、本研究で
は卒業後数年経過した25歳以上から50歳までの女性を対象とした。
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　本研究はJPSS科研費23531138の助成を受けました。
（10）　子ども0人（15.2％）、1人（25.6％）、2人（44.6％）、3人以上（14.6％）平均1.60
人である。
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